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背景

• PCにSASをインストールし、個別にプログラムを実行

•例数設計等でのシミュレーションの際、非常に時間が
かかる（時には１日以上を要することも）

•夜間バッチで途中でダウンすることも、しばしばあった

•ユーザーから要望として
–高速に処理したい
–シミュレーション専用PCがほしい
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原因

•個々のPCによる性能のバラツキ
–Pentium3/1GB～Pentium4/2.8G

• PCの限界？

•個々のプログラミング能力
–非効率なプログラム
–非効率なロジック
–不必要なログやリスティング出力

•とはいえ...何かしなければならない事情があった
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プログラムの効率化
http://support.sas.com/sassamples/quicktips/04jun/performance.html
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解決策

•サーバーの導入
–マルチCPUによる併行処理（SASの対応）

•ハイパースレッド（HT）の利用
–SASも対応している

• PCの性能向上
–各種設定のチューニング
–メモリの増設とRAM Diskの利用
–高速ディスクなど足回りを改善
(シリコンディスク、メモリスティック)

今回はRAM DISKの導入を検討した
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RAM DISKについて

•RAM DISKとは
–仮想的にメモリをディスクのように使用して利用する仕組み

• たとえば、１GBのﾒｲﾝﾒﾓﾘを２分割し、500MBをﾒﾓﾘに割り当てて、残り
の500MBをﾊｰﾄﾞﾃﾞｨｽｸの代わりとして利用する。

–メモリのアクセス速度はハードディスクとはくらべものになら
ないくらい高速

•RAM DISKを選んだ理由
–メモリが安くなった（1GBで2～3万円/ﾉｰﾌﾞﾗﾝﾄﾞ）
–既存のPCにメモリを増設するだけである
–RAM DISKの設定は簡単である
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RAM DISKの種類

•WINSOFT RamDisk 2.3 for Windows 2000

•AR RAM Disk V1.20

• ERAM for Windows 2000 V1.12

•Qsoft RAMDisk V9.0
–以上はフリーウエアでMS純正のRAM Diskドライバを使用

•RamDisk for Windows 2000
–Winsoft社が $32.-USDで販売、独自のドライバを使用
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調査結果－平田さん（１）－

• RAM DISKとしてQsoft RAMDisk V9.0を使用
•使用したＰＣスペック

–Dell Note PC Latitude D600 (Pentium4 1.6GHz)
–2GBメモリ(DDR SDRAM PC2700)
–Windows2000 Profesional SP4

•条件
–SASのWorkファイルをRAM DISK(600MB)上に割り当てた
–繰り返し処理をするシミュレーションプログラムを使用

• 繰り返しは100～700回
• 使用データサイズは18MB～129MB
• DATAステップが5割、他はSORT, SUMMARY, RANK, TRANSPOSE, 
MEANS, TABULATEプロシジャ
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調査結果－平田さん（２）－

CPU時間は同じ

処理時間に大きな差

（秒
）

（回
）
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調査結果－平田さん（３）－

• CPU時間は、RAM DISKとHard Disk間で差が少ない
–若干、RAM DISKの方が速い

•処理時間は、RAM DISKがHard Diskより約４倍速い
• CPU時間及び処理時間とも処理量とともに単調増加

以上のことから、RAM DISKの導入を決定した

しかし、弊社のIBMマシンでは、Qsoft RAMDisk V9.0では、
RAMDISKが128MBまでしか設定できなかった

そこで、RamDisk for Windows 2000を導入した
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調査結果－岩本（１）－

•RAM DISKとしてRamDisk for Windows 2000使用

•使用したＰＣスペック
– IBM Desktop PC A50 

• Pentium4 2.6GHz, 256MB/512MBﾒﾓﾘ(SDRAM PC2700)
• Pentium4 2.8GHz, 256MB/512MBﾒﾓﾘ(SDRAM PC2700)
• Pentium4 3.2GHz, 2GBﾒﾓﾘ(SDRAM PC2700)

–Windows2000 Profesional SP3

•条件
–平田さんと同じ、ただしRAM DISKに１GBを割り当てた
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調査結果－岩本（２）－

処理時間は、50％減
Pentium4 3.2GHz
1GB memory
1GB RAM DISK

（秒
）

（回
）

CPU時間はほぼ同じ
処理量に応じて増加
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調査結果－岩本（３）－

RAM DISKを割り当てた場合の
平田さんと弊社の比較

CPU時間と処理時間はほぼ同じ
処理量に応じて増加

CPU時間と処理時
間は処理量に応じ
て差が広がる

（秒
）

（回
）

関西ＳＡＳユーザー会（2004-10-15） 13



調査結果－岩本（４）－

メモリによる処理時間の比較
（256MBと512MB）

処理時間は
メモリ増加で減少し、処
理量が多いほど効果大

CPU時間いずれも同じ

（秒
）

（回
）
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まとめ

•RAM DISKの導入により、処理時間を短縮可能

•メインメモリも多い方が速い（500MB以上）

•CPUのクロック数は2.6GHz以上では差が少ない
–3.2GHz, 1.GBで処理時間：53秒
–2.8GHz, 512MBで処理時間：64秒
–2.6GHz, 512MBで処理時間：67秒

•ただし、CPUのメモリには限界（最大4GB?）があるので、
大きなデータに対するものには不向きと思われる
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